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第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 社会福祉法人みやぎ会が開設するデイサービスセンターにこトピア角田（以下、

当事業所という）は、介護保険法に基づく事業所である。本規程は、当事業所

が実施する指定居宅介護支援事業が適切に運営されるための人員及び管理運

営に関する事項について定めるものとする。 

 

（方針） 

第２条 当事業所は、明るく家庭的な雰囲気を有し、地域や家庭との結びつきを重視し

た運営を基本とし、利用者が要介護状態にあっても、可能な限りその居宅にお

いてその人らしさを大切にし、有する能力に応じた自立した日常生活を営むこ

とができるように、利用者の選択に基づく適切な介護保険サービスが効率的か

つ公正中立に提供されるよう居宅介護支援を行う。 

 

（事業所の名称等） 

第３条 居宅介護支援事業を行う事業所の名称及び所在地は、以下の各号の通りとする。 

（１）名 称：デイサービスセンターにこトピア角田 

（２）所在地：宮城県角田市角田字牛舘５３番地２ 

 

 

第２章 組織 

 

（職員の種類及び職務内容） 

第４条 当事業所には、以下の各号の職を置く。 

 （１）管  理  者：当事業所の職員の指揮・監督をし、事業所の適切な運

営がなされるよう統括する。 

 （２）介護支援専門員：指定居宅介護支援の提供にあたる。 

 

（職員の定数） 

第５条 当事業所の職員の定数は、平成１１年厚生省令第３８号第２条及び第２条第２

項に基づき、以下の各号の通りとする。なお、業務の状況、法令の改定に応じ

て職員数は変更される。 

（１） 管 理 者   ：１名（介護支援専門員兼務） 

（２） 介護支援専門員 ：１名以上（管理者と兼務含） 

 



第３章 事業の内容 

 

（サービスの提供） 

第６条 居宅介護支援事業のサービスの提供方法は、以下の各号の通りとする。 

 （１） 介護支援専門員は、要介護認定等を受けていない利用申込者について

は、要介護認定等の申請がすでに行われているか否かを確認し、申請が

行われていない場合には、利用者の意思を踏まえ速やかに申請が行われ

るよう利用申込者を援助する。 

 （２）当事業所は、指定居宅介護支援の提供の開始にあたり、あらかじめ利用

者及びその家族等に対して運営規程の概要その他サービスの選択に必

要な重要事項を十分に説明すると共に、契約書の内容に関する説明を行

った上で、利用者またはその家族等と利用契約を締結する。 

 （３）介護支援専門員は、居宅サービス計画の作成の開始に当たっては、当該

地域における指定居宅サービス事業者等に関するサービスの内容、利用

料等の情報を公平に利用者及びその家族等に対して提供し、利用者にサ

ービスの選択を求める。 

    （４）介護支援専門員は、居宅サービス計画の作成に当たっては、ＭＤＳ－Ｈ

Ｃ方式に基づく課題分析票を用いて、利用者の有する能力、すでに提供

を受けているサービス、その置かれている環境等の評価を通じて利用者

が現に抱えている問題点を明らかにし、利用者が自立した日常生活を営

むことができるように支援するために、解決すべき問題を把握する。 

 （５）介護支援専門員は、サービスの提供に当たっては、必要に応じて利用者

の居宅を訪問し、利用者の状況の調査、説明等を実施する。 

 （６）利用者及びその家族との通常の相談の場所は、当事業所内に設置する相

談室とする。 

 

（サービスの内容） 

第７条 居宅介護支援事業のサービスの内容は、以下の各号の通りとする。 

 （１）介護支援専門員は、被保険者の要介護認定等に係る申請に対して、利用

者の意思を踏まえ、必要な協力を行う。 

 （２）介護支援専門員は、要介護認定等の更新の申請が、現在の要介護認定等

の有効期間が終了する前に行われるよう利用者に対して必要な援助を

行う。 

 （３）介護支援専門員は、利用者及び家族等の希望、利用者の把握された課題

に基づいて、当該地域における介護給付対象サービス体制等を検討の上、

利用者に居宅サービス計画を作成する。 



 （４）当事業所は、利用者から依頼があった場合、当事業所における居宅サー

ビスの内容等に関する計画及びその実施状況に関しての情報を提供す

る。 

 

（苦情処理） 

第８条 当事業所は、利用者からの苦情に対して迅速かつ適切に対応するため、必要な

措置を講ずる。 

 

（虐待の防止のための措置） 

第９条 事業所は、契約者等の人権擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必

要な措置を講ずる。 

（１）虐待防止に関する責任者を選定している。 

（２）成年後見人制度の利用を支援する。 

（３）苦情解決性を整備する。 

（４）従業者に対して、虐待防止を啓発・普及するための研修を実施する。 

（５）当事業所従業者または居宅サービス事業者または養護者（現に養護して           

いる家族・親族・同居人等）による虐待が疑われる場合には、速やかに、

これを市町村に通報する。 

 

（感染症の予防及び蔓延防止のための措置） 

第１０条 事業所は、感染症の予防及び蔓延防止のため委員会を設置し、従業者に対す

る研修及び訓練を実施する。 

 

（男女の均等な機会及び待遇の確保） 

第１１条 事業所は、男女雇用機会均等法におけるハラスメント対策に関する事業者の

責務を踏まえつつ、ハラスメント委員会を設置し、研修及び適切に対処する

ための体制を整備する。 

 

（業務継続計画の策定） 

第１２条 事業所は、感染症や災害が発生した場合でも、利用者が継続し居宅介護支援

の提供を受けられるよう、また居宅介護支援の提供を継続的に実施するため

の計画と訓練及び関連機関との連携についての対策を講じるよう努めるこ

ととする。 

 

 

 



（事故に対する対応） 

第 13 条 利用者に対する指定居宅介護支援の提供により、事故が発生した場合は、速

やかに関係市町村、利用者の家族等に連絡すると共に、必要な措置を講ずる。 

  ２ 利用者に対する指定居宅介護支援の提供により、賠償すべき事故が発生した場

合は、利用者またはその家族等に対し、速やかに損害賠償を行う。但し、当事

業所の責に帰すべからざる事由による場合は、この限りではない。 

 

（営業日及び営業時間） 

第 14条 当事業所の営業時間は、以下の各号の通りとする。 

 （１）営 業 日：毎週月曜日から金曜日まで（祝祭日は営業） 

 （２）営業時間：８：３０から１７：３０まで 

 （３）休  日：毎週土･日曜日、年末年始(１２月３０日から１月３日まで） 

 （４）事業所電話番号：０２２４－６１－２２２５ 

 

（サービスの実施地域） 

第 15条 当事業所の通常のサービスの実施地域は、角田市、丸森町、柴田町、 

大河原町、山元町、亘理町、福島県浪江町とする。 

 

（利用料） 

第 16条 指定居宅介護支援を提供した場合の利用料の額は、厚生労働大臣が定める基

準によるものとし、当該指定居宅介護支援事業が法定代理受領サービスである

場合は、無料とする。 

  ２ 第 15条の通常の実施地域を超えて行う指定居宅介護支援に要した交通費であ

っても無料とし、徴収しない。 

 

 

第４章 その他 

 

（その他運営に関する重要事項） 

第 17条 事業所は、介護支援専門員の資質向上を図るため、虐待防止・権利擁護・認

知症ケア・介護予防等の事項に関して、研修機関が実施する研修や当該事業所

内の研修への参加の機会を計画的に確保し、業務体制を整備する。 

① 採用時研修  採用後 1カ月以内 

② 継続研修   事業所内会議及び適宜の研修 

 

 



（遵守事項） 

第 18条 当事業所及び職員の遵守事項は、以下の各号の通りとする。 

 （１）当事業所職員は利用者と協力し合い、利用者の在宅介護を支援する。 

 （２）当事業所職員は、就業時また退職後も業務上知り得た利用者に関する一

切の秘密を口外してはならない。また、利用者または利用者の家族の個

人情報の利用に関しては、あらかじめ文書により本人または家族の同意

を得る。 

 （３）当事業所は与えられた社会的使命を十分に認識し、職員の資質向上を図

るための機会を設ける。また、帳簿の整備等、業務体制を整備する。 

 

（補足事項） 

第 19条 本規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は社会福祉法人みやぎ会と

当事業所の管理者との協議に基づいて定める。 

 

 

附 則 

  １ この規程は、平成２０年１２月１日から施行する。 

平成２５年７月１日 一部改訂 

平成２９年１月１日 一部改訂 

平成３０年４月１日 一部改訂 

令和 ３年３月１日 一部改正 

令和 ５年２月１日 一部改正 

令和 ５年８月１日 一部改正 

令和 ５年１０月１日 一部改正 

令和 ５年１２月１日 一部改正 

令和 ６年 7月１日 一部改正 

令和 ７年２月１６日 一部改正 

 


